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２０１９.７.３１ 

 

株式会社 岩手朝日テレビ



第２３０回 放送番組審議会議事録 
 

 

１．開催日時   令和元年７月３１日（水）午前１１時～ 

 

２．開催場所   岩手朝日テレビ ３Ｆ 大会議室 

 

３．委員の出席 

 

    委員総数  ７名 

 

    出席委員数 ６名 

 

委 員 長       村 田  久  

委  員       小 松  豊  

委  員       そのだ つくし 

委  員       畠 山 さゆり 

委  員       藤 村 明 智 

委  員       石 川 健 正 

 

    欠席委員数 １名 

 

委  員       佐 藤 年 男 

 

    会社側出席者名 

 

        代表取締役社長    畠 山  大 

  

        取締役 報道制作局長 小 原  洋  

        報道制作局次長    川 村  茂  

        報道部担当部長    吉 田 幸 弘 

        制作部担当部長    松 舘  守  

        事務局長       三 浦 茂 樹 

        事務局        波 岡  功  



４．議 題 

 

（１）社長あいさつ 

 

（２）８月単発・７月視聴率・６月視聴者応答記録について 

 

（３）合評課題について 

   合評課題：第 88 回系列番組審議会委員代表社会議 議題 

    “少子超高齢化時代”におけるテレビの使命 

 

（４）次回開催について 

   日  時：令和元年９月 25 日（水）午前 11 時～ 

   場  所：岩手朝日テレビ３Ｆ大会議室 

   合評課題：輝け！銀河の国の星（サムライ）達 

        スキージャンプ小林兄弟特番（仮） 

   放送日時：令和元年９月２日（月）午後７：00～８：00 

 

（５）その他 

 

 

 

５．概   要 

 

  少子高齢時代を迎え、今後のテレビの目指すべき方向について、その 

使命や役割を考えようという内容 

 

 

 ・緊急速報や災害情報は、高齢者に限らずローカル局の大事な使命である 

 

 ・高齢者は、世の中とつながっている感覚からテレビを見ており、視聴者 

参加型の番組づくりが大切ではないか 

 

 ・三世代が見られる番組が大切で、家族間のコミュニケーションにつながっ

ていく。 

 

 ・視聴者の好きな時間に視聴できるよう、インターネットとの連携など工夫

は必要である。 

 

 ・テレビはその圧倒的な優位性や強みを生かし、地域に密着した情報を発信

し続けていくことが、少子高齢社会であろうとテレビの重要な役割である。 

 


